
第 123回⽇日本医学放射線学会 
中国・四国地⽅方会 

プログラム 
The 123rd Meeting of the Chugoku-Shikoku Regional Chapter of 

Japanese Radiological Society 

Ehime 2014 

⽇日 時   ： 平成 26年年 12⽉月 20⽇日（⼟土）・21⽇日（⽇日） 

会 場   ：   愛媛⼤大学医学部   臨臨床講義棟 2階

当番世話⼈人   ：   望⽉月   輝⼀一 
愛媛⼤大学⼤大学院医学系研究科 放射線医学 

2014年12月22日　学会後訂正版



時間	 第１会場	 第２会場	

12:00	 　	 　	

　	 　	 　	

　	 　	 　	

13:00	 　	 　	

　	 　	 　	

　	 　	 　	

14:00	 　	 　	

　	 　	 　	

　	 　	 　	

15:00	 　	 　	

　	 　	 　	

　	 　	 　	

16:00	 　	 　	

　	 　	 　	

　	 　	 　	

17:00	 　	 　	

　	 　	 　	

　	 　	 　	

18:00	 　	 　	

* 　日程表　*	

12:25-12:30　開会の辞	

12:30-13:30　教育セミナー I	  
1.放射線診断学　（肺、感染症） 　 

	(多田 博（岡山大）)	
2.放射線腫瘍学（消化器・泌尿器・婦人科腫瘍） 　　　　　　　　　　　　　　

	(高橋昌太郎（山口大）)	
　　　　	

	

13:30-14:26　腹部(1)：肝症例報告	
　　座長：本田	 有紀子（広島大）	 

	

14:30-15:10　腹部(2)：肝胆膵	  
　　座長：佐野村	 隆行（香川大）	 

	

15:12-15:52　腹部(3)：消化器その他	

　　座長：野上	 宗伸（高知大）	 

	

15:55-16:35　呼吸器	  
　　座長：小林	 大河（山口大）	 

	

17:35-18:35　特別講演	  
「革新的蛍光イメージング技術の開発と

がん研究・医療応用 」	

　　講師：　今村 健志 （愛媛大）	
　　座長：　望月 輝一 （愛媛大）	

	

13:30-14:18　治療（１）	  
　　座長：花澤	 豪樹（山口大）	 

	

14:20-15:08　治療（２）	  
　　座長：戸上	 太郎（香川大）	 

	

15:10-15:50　治療（３）	  
　　座長：釋舍	 竜司（川崎医科大)	 

15:55-16:43　核医学・その他	  
　　座長：宮川	 正男（愛媛大）	 

10:00　～　12:00　治療懇話会 
 
12:30　～　13:30　日本医学放射線学会中国・四国地方会　世話人会（臨床第2講義室） 
 
18:45　～　20:15　懇親会（附属病院1号館1階「レストラン愛彩館」） 
	

12月20日（土）	

	

16:40-17:28　女性骨盤	  
　　座長：松崎	 健司（徳島大）	 

	

16:45-17:25　 泌尿器・後腹膜	  
　　座長：新家	 崇義（岡山大）	 
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時間	 第１会場	 第２会場	

8:00	 　	 　	

　	 　	 　	

　	 　	 　	

9:00	 　	 　	

　	 　	 　	

　	 　	 　	

10:00	 　	 　	

　	 　	 　	

　	 　	 　	

11:00	 　	 　	

　	 　	 　	

　	 　	 　	

12:00	 　	 　	

　	 　	 　	

　	 　	 　	

	
	

8:30-10:00　教育セミナー ＩＩ	  
	  

放射線診断学	
1. 下部消化管 	(津田 孝治（愛媛大))	
2. 心 	(高尾 正一郎（徳島大))	
3. IVR　非血管系 	(佐野村 隆行（香川大 ))	

	

10:00-10:40　中枢神経(1)症例報告	  
　　座長：井田	 健太郎（岡山大）	 

	

10:43-11:15　中枢神経(2)・頭頸部	  
　　座長：海池	 陽子（広島大）	 

	

11:19-12:15　心臓・大血管	  
　　座長：太田	 靖利（鳥取大）	 

	

10:00-10:40　IVR（１）	  
　座長：河合	 剛（鳥取大）	 

	

10:43-11:23　IVR（２）	  
　座長：鳥越	 晃之（川崎医科大）	 

12月21日（日）	

12:45-12:50	  	  開会の辞	

p	 7	 

p20	 

p21	 

p22	 

p24	 

p25	 

12:20-12:44　乳腺	  
　　座長：平塚	 義康（愛媛大）	 

p23	 

	

11:25-12:13　骨軟部	  
　座長：高尾　正一郎（徳島大）	 

p26	 
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* 　会場までのアクセス　*	

　タクシー利用の場合 
松山市駅～愛媛大学医学部及び附属病院（約30分）	 
JR松山駅～愛媛大学医学部及び附属病院（約40分）	 
松山空港～愛媛大学医学部及び附属病院（約50分）	 

＊ 交通アクセス ＊	

バス利用の場合	
「松山市駅前⑧番のりば」もしくは「大街道バスのりば」から川内
方面行きに乗車，「愛大病院前」で下車	 

（JR松山駅からはせとうちバスの利用もできます。）	 

・電車利用の場合	
・伊予鉄「大手町駅」(JR松山駅から徒歩5分)、伊予鉄「松山市駅」

で横河原方面に乗車，「愛大医学部南口」で下車	 

道後温泉方面から来られる場合	
・「大街道」もしくは「松山市駅」経由でお越しください。	 
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* 　会場案内図　*	

受付 	 臨床講義棟2階　ロビー	 

第１会場 	 40周年記念講堂	 

第２会場 	 臨床第1講義室	 

世話人会会場 	 臨床第2講義室	 

	 

•  お車でお越しの方は無料駐車券を配布いたします。 
無料駐車券にて1泊2日駐車することも可能です。 
2日間来られる場合は2枚必要ですので、その都度受付にお申し付けください。	 

•  懇親会終了後、無料送迎バスを運行いたします。是非ご利用ください。 

（20時30分医学部発、道後温泉前〜大街道前〜松山市駅前〜JR松山駅前　予定）	 

第1会場
（40周年記念講堂）	

第2会場
（臨床第1講義室）	

世話人会会場
(臨床第2講義室)	

WC	 WC	

PCセンター	

受　付	
専門医更新

手続き	

クローク
受付	

吊ー

吩ー

同ー

吪
吐	
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* ご案内 *

n 受付 
1. 12月 20日（土）は午前 11時、21日（日）は午前 8時 00分より行います。
2. 参加費は一律 3,000円（懇親会会費を含む）です。
受付時に現金にてお支払い下さい。ネームカード、領収書、出席証明書をお渡しいたし

ます。

3. 名誉会員、技師、看護師、（大学院を除く）学生、臨床研修医は無料です。受付にお申
し出ください。

n 発表 

1. 一般演題	 演者の先生方へ

・	 事前登録したスライドでの発表となります。

・	 動画を使用される先生は、次ページの注意事項をご確認下さい。

（アニメーションは事前登録に対応していますので、事前登録をお願いします）

・	 口演の発表形式は、PCプレゼンテーションに限定いたします。それ以外の形式（スラ
イド、ビデオなど）には対応いたしません。

・	 会場には液晶プロジェクター１台（一面映写）を準備致します。

・	 音声出力には対応できません。

・	 発表時間は 6分以内、質疑応答は 2分以内です。座長の指示に従って時間厳守での  

発表をお願いいたします。

・	 口演会場では、以下の機材をご用意いたします。

・液晶プロジェクター

・パーソナルコンピュータ

・レーザーポインター

【スライド事前登録を済ませている場合】（基本的にはこちら）

・	 発表は事前登録されたものを表示します。登録されたデータは会場で閲覧可能となりま

す。

・	 セッション開始の３０分前までに PC受付にて登録スライドをご確認ください。 
・	 発表会場ではデータは修正いただけませんのでご了承ください。

・	 発表の際は、演台に設置してあるボード及びマウスを使用し、ご自身で操作をお願いい

たします。

・	 発表原稿が必要な方は、あらかじめプリントアウトしたものをご持参ください。

・	 事前登録されたデータは会期終了後に事務局が責任を持って消去いたします。
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【PC持ち込みの場合】	 （動画使用の方のみ） 
・	 ファイルはデスクトップ上に保存ください。

・	 電源ケーブルはお忘れなくお持ちください。

・	 プロジェクターに接続可能な端子は、D-SUB mini 15 pinの
みの対応です。異なる形状の出力端子の場合は各自変換アダ

プタをご持参ください。特に Macintosh は必ず附属の変換
コネクターをご持参ください。

・	 スクリーンセーバーや電源休止機能はオフにしておいてください。また、くれぐれも、

会場内で OS起動・終了時のサウンドは鳴らさないようお願いします。 
・	 画面の解像度は XGA 1024×768です。これ以上の解像度はサポートしていません。 
・	 スムーズな進行のため、PowerPointの「発表者ツール」の使用はお控えください。 

2. 座長の先生方へ

各セッションの進行は座長におまかせしますが、時間をお守りくださるようお願いします。

n 抄録 
1. 演題番号、演題名、所属、発表者、共同演者を含めて 400字以内となるよう作成くだ
さい。

2. ホームページで演題登録をしていただいた画面にて、抄録本文を登録してください。 
3. 締切：12月 10日(水) 正午

n 懇親会 
・	 12月 20日(土)18時 45分より愛媛大学附属病院 1号館 1階「愛彩館」にて開催します。 

会費は無料です。皆様のご参加をお待ちしております。

・	 懇親会終了後、無料送迎バスを運行いたします。是非ご利用ください。

（20時 30分医学部発、道後温泉前〜大街道前〜松山市駅前〜JR松山駅前 予定） 

第 123回日本医学放射線学会中国・四国地方会
当番世話人	 望月輝一	 

愛媛大学大学院医学系研究科	 放射線医学	 

〒791-0295	 愛媛県東温市志津川
TEL: 089-960-5371, FAX: 089-960-5375 

（事務担当：井手 香奈） 
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 *  ご案内 （日程） * 

n 世話人会 

12月 20日（土）	 12:30～13:30	 臨床第 2講義室 

n 教育セミナー 

本セミナーの趣旨は、放射線科専門医試験（主に一次試験）をパスするために必要な知識を習得

することです。長期的には、日本医学放射線学会専門医認定委員会が作成中の放射線科専門医教育

ガイドライン※に沿って、日本医学放射線学会 中国・四国地方会にて 4年間を 1サイクルとして 
必要項目を網羅することを目指しています。 
今回も、中国・四国地方から 5人の先生方を講師にお招きし、過去に出題された問題と関連知識

をお話しいただけることとなりました。来年夏に受験をひかえた先生はもちろんのこと、放射線医

学を学び始めた研修医の方から、さまざまな専門分野で活躍されているエキスパートの先生まで、

諸先生方の知識の整理に役立つこの機会に、皆さまの積極的なご参加をお待ちいたしております。 

※	 放射線科専門医教育ガイドライン http://www.radiology.jp/modules/news/article.php?storyid=301 

  

教育セミナー Ⅰ  
日時： 12月 20日(土)	  12:30 ～ 13:30	 	 ※ 昼食を用意しております。 
会場：第 1会場（40周年記念講堂） 
 
司会：井手香奈、田口千蔵（愛媛大学） 

1. 「放射線診断学（肺・感染症）」 講師：多田	 明博（岡山大学） 

2. 「放射線腫瘍学（消化器・泌尿器・婦人科腫瘍）」  講師：高橋	 昌太郎（山口大学） 

（共催：バイエル薬品株式会社） 

 

教育セミナー Ⅱ 
日時： 12月 21日(日)	   8:30 ～ 10:00  	 ※ 朝食を用意しております。 
会場：第 1会場（40周年記念講堂） 
 
司会：平田雅昭、城戸輝仁（愛媛大学） 

1. 「放射線診断学（下部消化管）」 講師：津田	 孝治（愛媛大学） 

2. 「放射線診断学（心）」 講師：高尾	 正一郎（徳島大学） 

3. 「放射線診断学（IVR 非血管系）」 講師：佐野村	 隆行（香川大学） 

（共催：第一三共株式会社） 
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n 第６５回 中国四国放射線治療懇話会 

日 時： １２月２０日（土）	   10:00 ～ 12:00 
会 場：愛媛大学医学部附属病院「４０周年記念講堂」

当番世話人：越智 誉司（愛媛大学）

I. 自由演題	 （10:00～11:00） 
座長：中島 直美（愛媛大学）

① 「子宮頸癌画像誘導小線源治療における小腸線量について」

神崎博充（四国がんセンター）、他

② 「肝細胞癌門脈腫瘍栓への放射線治療症例の検討」

浦島雄介（松山赤十字病院）、他

③ 「当院における膵癌放射線治療の経験」

濱本	 泰（済生会今治病院）、他

II. 特別講演	 （11:00～12:00）
座長：越智 誉司（愛媛大学）

「膵癌の化学放射線治療」 

　　　　　　　　　講師：中村	 聡明	 先生（京都府立医科大学	 放射線診断治療学）

＊ 本懇話会は、愛媛大学大学院フォーラムとしても実施します。大学院生は当日配布される
レポート用紙に講義概要等を記述し、提出してください。最大 5点として採点します。 

共催  中国四国放射線治療懇話会 

中国四国放射線治療研究会 

エーザイ株式会社 
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＊特別講演＊

「革新的蛍光イメージング技術の開発とがん研究・医療応用」

講師：	 今村	 健志	 先生

愛媛大学大学院医学系研究科	 分子病態医学講座・教授

座長：	 望月 輝一
愛媛大学医学部放射線科

日時：12月 20日(土)	  17:35 〜 18:35 
会	 場：愛媛大学医学部	 40周年記念講堂 

今村先生	 略歴

1987年	 鹿児島大学	 医学部	 卒業 
1994年	 鹿児島大学医学部附属病院	 助手 
1995年	 スウェーデンウプサラ大学	 ルードヴィヒ癌研究所	 客員研究員 
1996年	 財団法人癌研究会癌研究所生化学部（1996年〜日本学術振興会特別研
究員；1998年〜研究員；2000年〜主任研究員；2004年〜部長） 
2010年	 愛媛大学大学院医学系研究科分子病態医学講座	 教授 
専門は、シグナル伝達とがん・骨代謝、バイオイメージング、2009 年から JST
CREST「光展開」の研究代表者として新しい２光子励起顕微鏡を開発しています。 

講演要旨

	 最近の科学技術の著しい進歩により、さまざまな蛍光タンパク質や蛍

光有機小分子が発見・開発され、さらに蛍光顕微鏡やカメラなどの検出

機器の性能が飛躍的に向上し、生きている動物の中で起こっている生命

現象を細胞・分子レベルでイメージングする革新的蛍光イメージング技

術のがん研究への応用が急速に進んでいる。	 

	 本講演では、蛍光技術を駆使して生体内で細胞や分子を画像化して解

析する蛍光イメージング技術について、がん研究分野における我々の最

近の知見、特に技術革新とがん研究への応用について紹介する。本講演

を介して、蛍光生体イメージングの技術革新の現状と今後、さらにその

がん研究や創薬応用の可能性について議論したい。	 

研究室：http://www.m.ehime-u.ac.jp/school/imaging/index.html	 

研究内容：

http://ganshien.umin.jp/public/research/main/imamura/index.html	 
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協賛企業

株式会社バリアンメディカルシステムズ

東芝メディカルシステムズ株式会社

コニカミノルタヘルスケア株式会社

株式会社キタムラメディカル

日本メドラッド株式会社

株式会社 AZE 
GEヘルスケア・ジャパン 
株式会社モリタ製作所

PSP株式会社 
株式会社島津製作所

横河医療ソリューションズ株式会社

シーメンス・ジャパン株式会社

カイゲンファーマ株式会社

株式会社メディコン

株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン

富士フイルムメディカル株式会社

日本ベクトン・ディッキンソン株式会社

富士フイルム RIファーマ株式会社 
テラリコン・インコーポレイテッド

セント・ジュード・メディカル株式会社

四国新薬会

（順不同）



次世代の放射線治療へ！
VarianのTrueBeamが実現します。

TrueBeam は、フルデジタル化により、
高速な制御と直感的な操作性を実現。
また、多段 X 線エネルギー、高線量率
X 線モードは、柔軟かつ多様な治療計
画を可能にし、大幅に治療のスループッ
トを向上させ、患者様へ貢献します。

新しい治療技術の開発にも対応出来る、
比類なき TrueBeam の新技術は、明日
の放射線治療を担います。

TrueBeam
リニアアクセラレーター

株式会社 バリアン メディカル システムズ

〒 103-0026 東京都中央区日本橋兜町 5-1     販売本部     TEL：(03) 4486-5010  FAX：(03) 4486-5009

URL：http://www.varian.com
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